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１．現翼班員数

早稲田 日本女子 合計

３年生 １ １

２年生 ２ １ ３

１年生 ４ ４ ８

合計：１２人



２．夏休みの作業内容

■夏休み翼

■後縁材試作

■マスター試作



2.1 夏休み翼

◆HPA交流会、1年翼製作に
向けて1年生の知識・技術
の習得

◆製作過程見直し

◆本番翼に向けて1，2年生
の団結力向上

32代・33代で
Thermopylaeの第一最外桁

を用いて翼を製作

目的



３．後縁材試作

湿度によって後縁材が曲がるため

理由

後縁材を強化させる



3.1 改善策

エポキシ樹脂の使用 従来通りラッカーを塗り、

その後新たにエポを塗る。

エポを塗ることでの欠点

◆柔軟性の低下

◆質量の増加



3.1 改善策

吸水率

エポを塗っているもの

エポを塗っていないもの

の吸水率を調べる。

たわみ具合

一方の端を固定し、

もう一方の端を持ち上げ

たわみ具合を調べる。



４．マスター試作

全てをアクリルマスターにしたい

・昨年度からアクリル製のマスターを導入

・工房のレーザー加工機で加工できるコード長605㎜以下のマスター
のみをアクリル製にしていた

全てをアクリルマスターにしたい



4.1 理由

ゴールデンボード製のマスターが反り、リブ製作に影響を及ぼす

スタイロからマスター（両面テープ）が剥がれて、精度が落ちる原因
となる

理由１



4.1 理由

ゴルデンボード製のマスターを作る場合・・・

ベルトサンダーを使用しなくてはならない

ベルトサンダーは作業効率低下の一因

理由２

ベルトサンダーを持って作業場と理工キャンパスを往復

・重いベルトサンダーを長距離運ぶ
➡事故に繋がる

・運搬に多く時間を要する



4.2 改善策

レーザー加工機で一度に翼型を作り出すことが出来ない大きさの場合

➡翼型を3分割した状態で部分的にレーザー加工する

その後、接着剤（アクリサンデー）で翼型を成形



4.2 改善策

ズレを防ぐ

定盤に細い直線を引き、マスターの取り付け角線と一致させる

接着部分に上からアクリル板を圧着させる

レーザーによる溶け代分を考慮して加工しなくてはならない

横

縦



5. スケジュール

10月

1１月

12月

1月

2月

3月

4月以降

1年翼、マスター製作

マスター製作、リブ製作

リブ製作、尾翼製作

尾翼製作

主翼製作、（荷重試験）

主翼製作、ロールアウト

TFによる翼破損の修復、翼端製作、主翼・尾翼装飾



６．その他課題

リブの保管方法

課題

スライサー

装飾方法

ミレファンの代用



ご清聴ありがとうございました


